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が
、
今
日
で
は
、
そ
う
し
た
い
わ
ば
受
身
的
な
権
利
だ
け
で
は
な

く
、
「
個
人
や
団
体
の
情
報
に
対
す
る
主
権
の
尊
重
」
の
権
利
と
し

て
積
極
的
に
確
立
さ
れ
て
き
て
い
ろ
。

そ
し
て
、
そ
の
権
利
は
、
①
本
人
の
同
意
な
し
に
情
報
を
収
集
し

ば
て
は
な
ら
な
い
、
②
本
人
に
チ
ェ
ッ
ク
の
権
利
を
認
め
る
、
③
目
的

つ
以
外
に
情
報
を
利
用
し
な
い
、
④
以
上
の
基
本
原
則
に
違
反
し
た
公

酷
的
機
関
、
あ
る
い
は
民
間
の
機
関
は
、
法
的
制
裁
を
受
け
る
等
々
の

の
原
則
と
し
て
確
立
さ
れ
て
き
て
い
る
。

Ｄ
 

Ｃ
こ
の
原
則
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
確
立
さ
れ
、
法
的
保
護
さ
れ
て

伽
い
た
な
ら
ば
、
「
部
落
地
名
総
鑑
」
差
別
事
件
や
、
興
信
所
・
探
偵

弗
社
等
に
よ
る
悪
質
な
差
別
事
件
は
、
か
な
り
の
程
度
、
お
い
こ
み
え

朔
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

護
さ
ら
に
叉
、
わ
が
国
に
お
い
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
法
的
保
護
が
確

鵬
立
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
部
落
差
別
以
外
の
形
で
差
別
を
う
け
て
い

嘘
ろ
、
多
く
の
人
々
の
人
権
が
大
き
く
守
ら
れ
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い

主
た
と
思
わ
れ
る
。

くわ
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
プ
ー
フ
ィ
パ
シ
ー
の
法
的
保
護
が
早
急
に
確

方
立
さ
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
重
要
な
手
が
か
り
と
し
て
、

ブ
昨
年
一
○
月
に
出
さ
れ
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
の

剛
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
法
的
保
護
に
関
す
る
勧
告
が
あ
る
・

く

こ
れ
は
、
プ
ー
フ
イ
バ
シ
ー
の
法
的
保
護
に
関
、
す
る
国
際
的
な
努
力

瑚
が
集
大
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
検
討
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
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部
落
解
放
同
盟
の
第
一
一
一
六
回
全
国
大
会
が
、
去
る
一
一
一
月
一
一
日
、
’
一
一

日
、
四
日
と
、
東
京
都
内
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
大
会
で
採
択
さ
れ
た
方
針
書
の
中
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
法

的
保
護
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
ろ
。

「
戸
籍
や
附
票
、
住
民
票
な
ど
を
悪
用
し
た
、
興
信
所
や
探
偵

社
な
ど
に
よ
る
、
差
別
調
査
が
あ
い
つ
い
で
い
る
。
と
く
に
、
興

信
所
・
探
偵
社
が
、
⑯
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
い
う
許
し
が

た
い
差
別
の
実
態
に
た
い
し
、
糺
弾
闘
争
を
強
化
す
る
。
そ
れ
と

と
も
に
、
最
近
急
ピ
ッ
チ
で
進
行
し
て
い
る
住
民
基
本
台
帳
な
ど

の
、
個
人
に
関
す
る
諸
デ
ー
タ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
に
た
い
し

て
、
部
落
差
別
を
許
さ
な
い
立
場
か
ら
、
実
態
の
調
査
と
効
果
的

な
対
応
を
関
係
方
面
に
も
と
め
て
い
く
。

八
資
料
Ｖプ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
法
的
保
護
に

関
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
勧
告
に
つ
い
て
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理
事
会
は

一
九
六
○
年
一
二
月
一
四
日
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
条
約
第
１
回
、
３
回

及
び
５
回
の
冬
項
に
留
意
し
、
加
盟
国
は
、
国
内
法
及
び
国
内
政

策
の
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
個
人
の
自
由
を

保
護
し
、
か
つ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
情
報
の
自
由
な
流
通
と
い
う
基

本
的
で
は
あ
る
が
競
合
す
る
価
値
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
に
共
通
の

利
害
を
有
す
る
こ
と
。

て
い
ろ
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
、
本
号
で
は
、
こ
の
内
容
を
紹
介
す
る

が
、
こ
れ
は
、
行
政
管
理
庁
の
方
で
作
業
さ
れ
た
仮
訳
で
あ
る
。
そ

れ
と
と
も
に
、
こ
の
勧
告
の
持
っ
て
い
る
意
義
、
さ
ら
に
、
こ
の
勧

告
を
う
け
た
日
本
政
府
の
対
応
の
動
向
に
つ
い
て
、
朝
日
新
聞
と
毎

日
新
聞
に
報
道
ざ
れ
内
容
を
、
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

な
お
、
次
号
に
お
い
て
は
、
日
本
社
会
党
と
民
社
党
に
よ
っ
て
ま

と
め
ら
れ
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
案
を
紹
介
す
る
予
定
で
あ

る
。

こ
の
点
で
総
評
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ろ
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
守
る
中
央
会
議
』
と
連
帯
す
る
な
か
で
、
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
法
」
の
制
定
を
求
め
て
い
く
。
」

（
「
解
放
新
聞
」
臨
時
号
一
九
八
一
年
一
一
一
月
二
日
、
五
四
頁
）

こ
の
方
針
書
に
よ
っ
て
、
端
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
部
落
地
名
総
鑑
」
の
続
出
や
、
興
信
所
や
探
偵
社
に
よ
る
悪
質
な

差
別
調
査
の
実
態
、
さ
ら
に
は
、
戸
籍
や
戸
籍
附
票
、
住
民
票
の
差

別
利
用
と
い
う
実
態
を
見
る
と
き
、
プ
ー
フ
ィ
パ
シ
ー
の
法
的
保
護

は
、
部
落
差
別
を
撤
廃
す
る
上
に
お
い
て
も
極
め
て
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
き
て
い
ろ
。

周
知
の
よ
う
に
、
プ
ラ
イ
バ
ー
の
法
的
保
護
と
い
う
概
念
は
、

「
私
生
活
に
ふ
れ
て
欲
し
く
な
い
」
権
利
と
し
て
出
発
し
て
き
た

（
部
落
解
放
研
究
所
）
人
権
部
会
事
務
局

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
と
個
人
デ
ー
タ
の

越
境
流
通
に
つ
い
て
の
ガ
イ
Ｆ
ラ
イ
ン
に

関
す
る
理
事
会
の
勧
告
（
仮
訳
）

研究部
テキストボックス
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法
は
、
え

を
認
識
し
、

加
盟
国
間
の
情
報
の
自
由
な
流
通
を
促
進
す
る
こ
と
及
び
、
加
盟

国
の
経
済
的
、
社
会
的
関
係
の
発
展
に
対
す
る
不
当
な
障
害
の
創
設

を
回
避
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
次
の
と
お
り
勧
告
す
る
。

１
、
加
盟
国
は
、
そ
の
国
内
法
の
中
で
本
勧
告
の
主
要
部
分
で
あ
る

別
紙
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
掲
げ
て
い
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
個
人
の

自
由
の
保
護
に
係
る
原
則
を
考
慮
す
る
こ
と
。

２
、
加
盟
国
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
名
目
で
個
人
デ
ー
タ
の
越

境
流
通
に
対
す
る
不
当
な
障
害
を
形
成
す
る
こ
と
を
除
去
な
い
し

は
回
避
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

３
、
加
盟
国
は
、
別
紙
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
履
行

に
つ
い
て
協
力
す
る
こ
と
。

４
、
加
盟
国
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
適
用
、
す
る
た
め
の
協
議
、

協
力
の
特
別
の
手
続
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
す
み
や
か
に
同
意
す

る
こ
と
。

３
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
次
の
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
と
解
釈
ざ

㈲
異
な
る
範
ち
ゅ
う
の
個
人
デ
ー
タ
に
対
し
、
そ
の
性
質
及
び

そ
の
収
集
、
貯
蔵
、
処
理
及
び
流
布
に
お
け
る
前
後
関
係
に
よ

り
、
異
な
る
保
護
措
置
を
適
用
す
る
こ
と
。

㈲
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
個
人
の
自
由
に
対
し
て
、
明
ら
か
に
い
か

な
る
危
険
性
を
も
含
ん
で
い
な
い
個
人
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
。

何
個
人
デ
ー
タ
の
自
動
処
理
に
つ
い
て
の
み
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

適
用
す
る
こ
と
。

４
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
第
２
部
及
び
第
３
部
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
諸

原
則
に
対
す
る
例
外
は
、
国
家
主
権
、
国
家
安
全
保
障
及
び
公
秩

序
に
関
係
す
る
も
の
を
含
め
、

側
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と

川
公
衆
に
知
ら
し
め
る
こ
と

５
、
連
邦
国
家
と
い
う
特
別
の
場
合
に
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守

は
連
邦
制
に
お
け
る
権
限
の
分
配
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
で
あ
る

》
つ
。

６
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
最
小
限
の
基
準
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ

個
人
デ
ー
タ
の
自
動
処
理
及
び
越
境
流
通
は
、
国
家
間
の
関
係

に
新
し
い
形
態
を
作
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
相
互
に
両
立
し
得
る

よ
う
な
規
制
の
制
定
と
運
営
を
要
請
す
る
こ
と
。

個
人
デ
ー
タ
の
越
境
流
通
は
経
済
及
び
社
会
の
発
展
に
貢
献
す

る
こ
と
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
個
人
デ
ー
タ
の
越
境
流
通
に
係
る
国
内

法
は
、
そ
の
よ
う
な
越
境
流
通
を
妨
げ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

す
る
。

又
は
利
用
の
前
後
関
係
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
個
人
の
自
由
に
対

す
る
危
険
性
の
あ
る
公
的
又
は
私
的
分
野
の
個
人
デ
ー
タ
に
適
用

れ
て
は
な
ら
な
い
。

定
義

１
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て

回
「
デ
ー
タ
管
理
者
」
と
は
、
国
内
法
に
よ
っ
て
、
個
人
デ
ー

タ
の
内
容
及
び
利
用
に
関
し
て
決
定
権
限
を
有
す
る
者
を
意
味

し
、
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
管
理
者
又
は
そ
の
代
理
人
に
よ
っ

て
、
収
集
、
貯
蔵
、
処
理
、
も
し
く
は
流
布
さ
れ
る
か
ど
う
か

は
問
わ
な
い
。

Ⅲ
「
個
人
デ
ー
タ
」
と
は
、
識
別
さ
れ
た
又
は
識
別
さ
れ
う
る

個
人
（
デ
ー
タ
主
体
）
に
関
す
る
す
べ
て
の
情
報
を
意
味
す

る
。

何
「
個
人
デ
ー
タ
の
越
境
流
通
」
と
は
、
国
境
を
越
え
て
個
人

デ
ー
タ
が
移
動
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
適
用
範
囲

２
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
そ
の
処
理
形
態
な
い
し
は
そ
の
性
質

収
集
制
限
の
原
則

７
、
個
人
デ
ー
タ
の
収
集
に
は
、
制
限
を
設
け
る
べ
き
で
あ
り
、
い

か
な
る
個
人
デ
ー
タ
も
、
法
的
か
つ
公
正
な
手
段
に
よ
っ
て
、
か

つ
適
当
な
場
合
に
は
、
デ
ー
タ
主
体
に
知
ら
し
め
又
は
同
意
を
得

た
上
で
、
収
集
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

デ
ー
タ
内
容
の
原
則

８
、
個
人
デ
ー
タ
は
、
そ
の
利
用
目
的
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
べ
き

で
あ
り
、
か
つ
利
用
目
的
に
必
要
な
範
囲
内
で
正
確
、
完
全
で
あ

り
最
新
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

目
的
明
確
化
の
原
則

９
、
個
人
デ
ー
タ
の
収
集
目
的
は
、
収
集
時
よ
り
も
遅
く
な
い
時
期

に
お
い
て
明
確
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
利
用
は
、

収
集
目
的
の
実
現
又
は
収
集
目
的
と
両
立
し
か
つ
目
的
の
変
更
毎

に
明
確
化
さ
れ
る
そ
の
他
の
目
的
に
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

利
用
制
限
の
原
則

、
、
個
人
デ
ー
タ
は
、
第
９
節
に
よ
り
明
確
化
さ
れ
た
巨
的
以
外
の

目
的
の
た
め
に
開
示
利
用
そ
の
他
の
使
用
に
供
さ
れ
る
べ
き
で
は

り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
個
人
の
自
由
の
保
護
の
た
め
の
他
の
措
置

を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
１
部
総

一調

（
別
紙
）

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
と
個
人
デ
ー
タ
の

越
境
流
通
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

第
２
部
国
内
的
適
用
に
お
け
る
基
本
原
則

。
．
「
・
…
告
に
評
卜
，
０
１
１
１
』
伊
ｒ
Ｆ
Ｐ
ｒ
い
，
】
印
－
，
１
卜
』
ｌ
Ｐ
庁
』
Ｒ
画
圃
Ｐ
雁
ク
ド
ト
ム
十
ｒ
・
＆
ｈ
・
Ｐ
叶
休
よ
』
１
戸
龍
ゾ
ト
Ｆ
，
ひ
げ
，
レ
ゲ
ト
』
？
』
や
Ｌ
５
輔
・
Ｉ
Ｉ
Ｊ
．
；
了
・
こ
び
‐
ｂ
１
き
い
（
．
．
Ｐ
》
，
‐
』
Ｌ
ザ
『
・
‐
｛
・
’
０
Ｊ
。
・
・
・
’
，
．
＃
‐
｜
・
ノ
ー
、
』
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な
い
が
、
次
の
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

③
デ
ー
タ
主
体
の
同
意
が
あ
る
場
合
、
又
は
、

回
法
律
の
規
定
に
よ
る
場
合

安
全
保
護
の
原
則

、
、
個
人
デ
ー
タ
は
、
そ
の
紛
失
も
し
く
は
不
法
な
ア
ク
セ
ス
・
破

壊
・
使
用
・
修
正
・
開
示
等
の
危
険
に
対
し
、
合
理
的
な
安
全
保

護
措
置
に
よ
り
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
開
の
原
則

皿
、
個
人
デ
ー
タ
に
係
る
開
発
、
実
施
、
政
策
に
つ
い
て
は
、
一
般

的
な
公
開
の
政
策
が
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

個
人
デ
ー
タ
の
存
在
、
性
質
及
び
そ
の
主
要
な
利
用
目
的
と
と

も
に
デ
ー
タ
管
理
者
の
識
別
、
住
所
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
の

手
段
が
容
易
に
利
用
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

個
人
参
加
の
原
則

、
、
個
人
は
次
の
権
利
を
有
す
る
。

肥
、
加
盟
国
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
個
人
の
自
由
の
保
護
と
い
う
名

目
で
、
こ
れ
ら
の
保
護
に
必
要
と
す
る
程
度
を
超
え
て
、
個
人
デ

ー
タ
の
自
由
な
越
境
流
通
の
障
害
と
な
る
よ
う
な
法
律
や
政
策
の

策
定
及
び
実
施
を
差
し
控
え
る
べ
き
で
あ
る
。

⑲
、
第
２
部
及
び
第
３
部
に
規
定
さ
れ
て
い
る
諸
原
則
を
国
内
的
に

履
行
す
る
に
当
っ
て
、
加
盟
国
は
、
個
人
デ
ー
タ
に
つ
い
て
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
と
個
人
の
自
由
の
保
護
の
た
め
の
法
的
、
行
政
的
又
は

そ
の
他
の
手
続
き
あ
る
い
は
制
度
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。
加
盟

国
は
、
特
に
次
の
事
項
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

何
適
当
な
国
内
立
法
を
制
定
す
る
こ
と
。

岡
行
動
綱
領
そ
の
他
の
形
式
に
よ
る
自
主
規
制
を
奨
励
し
、
支

タ
の
越
境
流
通
を
制
限
す
る
こ
と
を
控
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
後

者
が
未
だ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
実
質
的
に
遵
守
し
て
い
な
い
場
合
又

は
か
か
る
デ
ー
タ
が
後
者
か
ら
再
輸
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
加

盟
国
の
国
内
保
護
法
を
侵
害
す
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。
ま
た
、
加
盟
国
は
、
そ
の
性
質
か
ら
特
別
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
国
内
法
、
規
制
を
行
っ
て
い
る
個
人
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、

相
手
加
盟
国
に
お
い
て
同
等
の
保
護
措
置
を
行
っ
て
い
な
い
場
合

同
デ
ー
タ
管
理
者
が
自
己
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
有
し
て
い
る
か

否
か
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
管
理
者
又
は
そ
の
他
の
者
か
ら
確
認

を
得
る
こ
と
。

Ⅲ
個
人
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
、

（
１
）
合
理
的
な
期
間
内
に
、

（
Ⅱ
）
も
し
必
要
な
ら
、
過
度
に
な
ら
な
い
費
用
で
、

（
Ⅲ
）
合
理
的
な
方
法
で
、
か
つ
、

に
お
い
て
、
も
、

第
４
部
国
内
的
履
行

制
限
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

申
。
脚
－
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（
Ⅳ
）
自
己
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
、
自
己
に
知
ら
し
め
ら
れ
る

こ
と
。

何
上
記
⑧
及
び
㈲
の
要
求
が
拒
否
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
遭

由
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
及
び
そ
の
よ
う
な
拒
否
に
対
し
て
異
議

を
唱
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

⑥
自
己
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
る
こ
と
、
及

び
そ
の
異
議
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
デ
ー
タ
を
消

去
、
修
正
、
完
全
化
、
補
正
さ
せ
る
こ
と
。

責
任
の
原
則

ｕ
、
デ
ー
タ
管
理
者
は
、
上
記
の
諸
原
則
を
実
行
す
る
た
め
の
措
置

に
従
う
責
任
を
有
す
る
。

週
、
加
盟
国
は
、
個
人
デ
ー
タ
の
国
内
に
お
け
る
処
理
及
び
そ
の
再

輸
出
が
、
他
の
加
盟
国
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
配
慮
す
べ
き
で

あ
る
。

焔
、
加
盟
国
は
、
単
な
る
通
過
も
含
め
た
個
人
デ
ー
タ
の
越
境
流
通

が
阻
害
さ
れ
ず
安
全
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ

る
合
理
的
か
つ
適
当
な
手
段
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

Ⅳ
、
加
盟
国
は
、
自
国
と
他
の
加
盟
国
と
の
間
に
お
け
る
個
人
デ
ー

別
、
加
盟
国
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
諸
原
則
の
遵
守
状
況
に
つ
い

て
、
要
求
が
あ
れ
ば
他
の
加
盟
国
に
知
ら
し
め
る
べ
き
で
あ
る
。

加
盟
国
は
、
ま
た
、
個
人
デ
ー
タ
の
越
境
流
通
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
と
個
人
の
自
由
の
保
護
に
つ
い
て
の
手
続
き
が
簡
明
で
あ
り
、

か
つ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
て
い
る
他
の
加
盟
国
の
そ
れ
と
両

立
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

Ⅲ
、
加
盟
国
は
、
次
の
事
項
を
容
易
に
す
る
た
め
の
手
続
を
確
立
す

べ
き
で
あ
る
。

（
１
）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
情
報
交
換

（
Ⅱ
）
手
続
的
調
査
的
事
項
に
お
け
る
相
互
援
助

皿
、
加
盟
国
は
、
個
人
デ
ー
タ
の
越
境
流
通
に
関
し
て
適
用
し
う
る

法
律
を
決
定
す
る
た
め
、
国
内
的
、
国
際
的
原
則
の
発
展
に
向
け

第
３
部
国
際
的
適
用
に
お
け
る
基
本
原
則

Ｉ
自
由
な
流
通
と
法
的
規
制

第
５
部
国
際
麓
力

持
す
る
こ
と
。

、
個
人
に
対
し
、
そ
の
権
利
を
行
使
す
る
た
め
の
合
理
的
な
手

段
を
提
供
す
る
こ
と
。

第
２
部
及
び
第
３
部
の
諸
原
則
を
履
行
す
る
措
置
に
応
じ
な
い

場
合
に
は
、
適
当
な
制
裁
及
び
救
済
手
段
を
提
供
す
る
こ
と
。

ｐ
デ
ー
タ
主
体
に
対
す
る
不
当
な
差
別
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
。



加
盟
国
間
の
個
人
デ
ー
タ
の
国
際
流
通
は
制
限
す
べ
き
で
な
い
、
と

の
原
則
を
示
し
た
う
え
で
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
実
質
的
に
順
守
し
て

い
な
い
場
合
な
ど
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
、
う
た
っ
て
い
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
の
国
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

Ｋ
護
立
法
が
進
ん
で
お
り
、
全
く
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の
は
日
本
と
ア

②
イ
ル
ラ
ン
ド
ぐ
ら
い
、
と
い
わ
れ
る
。
政
府
は
従
来
、
行
政
機
関
に

雛
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
が
定
め
て
い
る
守
秘
義
務
な
ど
に
よ
っ

の
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
れ
ろ
、
と
の
立
場
を
と
っ
て
き
た
。

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
し
て
五
年
前
、
行
政
監
理
委
員
会
が
出
し
た

価
「
侵
害
の
具
体
的
態
様
が
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
保
護

朔
対
策
も
ま
た
具
体
化
す
る
こ
と
が
困
難
」
と
い
う
内
容
の
報
告
書

甥
が
、
こ
う
し
た
判
断
の
底
に
あ
る
。

護
し
か
し
、
今
回
の
勧
告
は
金
融
機
関
や
信
用
調
査
機
関
な
ど
個
人

鵬
情
報
を
収
集
し
て
い
る
民
間
企
業
に
つ
い
て
も
保
護
策
を
と
る
対
象

砿
に
し
て
い
ろ
・
こ
れ
ら
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
に
つ
い
て
、
政
府
は

一
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
実
情
を
つ
か
ん
で
お
ら
ず
、
早
急
な
対
応

〃
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

汚
く
毎
日
新
聞
一
九
八
一
年
一
月
一
一
一
日
〉

，
 

料
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
法
制
化
へ
一
歩
Ｉ
行
政
管
理
庁
、
近
く

資

研
究
会
設
置
１
年
内
に
も
結
論
、
情
報
電
算
化
に
対
処

く剛
行
政
管
理
庁
は
＋
｜
曰
、
加
藤
一
郎
東
大
教
授
一
と
座
長
に
学
識
経

134 
作
業
す
べ
き
で
あ
る
。

〈
朝
日
新
聞
一
九
八
○
年
一
月
五
日
〉

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
国
際
的
要
請
に
Ｉ
ｏ
Ｅ
ｃ
Ｄ
、
情
報
流

通
の
基
準
を
勧
告
Ｉ
政
府
、
近
く
世
論
調
査

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
国
際
的
な
保
護
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
経
済

協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
理
事
会
は
、
個
人
デ
ー
タ
の
国
際
流

通
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
採
択
、
四
日
ま
で
に
日
本
、
米
国

な
ど
加
盟
二
十
四
カ
国
に
勧
告
し
た
。
日
本
国
内
で
明
ら
か
に
な
っ

た
勧
告
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
「
個
人
が
自
分
に
関
す
る
情
報
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
権
利
」
と
規
定
、
加
盟
国
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
法
的
、
行
政
的
制
度
の
確
立
を
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
守
ら
な
い
国
は
、
他
の
加
盟
国
か
ら
個
人
デ
ー
タ
の
国

際
流
通
を
制
限
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
、
と
し
て
お
り
、
政
府
は

こ
の
勧
告
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
め
ぐ
る
国
内
論
議
に

加
え
て
、
国
際
的
に
も
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

勧
告
を
受
け
て
行
政
管
理
庁
は
、
プ
ー
フ
イ
バ
シ
ー
保
護
策
の
検
一
劃

材
料
を
得
る
た
め
、
年
内
に
も
世
論
調
査
を
実
施
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
関
す
る
国
民
の
意
識
を
探
る
方
針
を
決
め
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

へ
の
関
心
度
、
行
政
機
関
や
民
間
会
社
の
個
人
デ
ー
タ
の
収
集
、
利

用
、
保
護
に
対
す
る
考
え
な
ど
を
た
だ
し
、
こ
れ
を
も
と
に
当
面
の

験
者
九
人
で
構
成
す
る
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
研
究
会
」
を
発
足
さ

せ
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
研
究
会
で
は
、
盗
聴
や
肖
像
権
な
ど
裁

判
所
の
判
例
で
あ
る
程
度
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
司

法
分
野
を
除
き
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
情
報
の
処
理
、
管
理
に

伴
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
対
策
に
限
定
し
て
研
究
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
今
月
一
一
十
九
日
に
初
会
合
を
開
き
、
十
一
一
月
に
結
論
を
出
す

予
定
。
同
庁
は
こ
の
研
究
会
で
の
検
討
を
通
じ
「
立
法
化
を
含
め
て

何
ら
か
の
制
度
の
確
立
を
考
え
た
い
」
と
し
て
お
り
、
先
進
諸
外
国

に
く
ら
べ
て
立
ち
遅
れ
て
い
る
わ
が
国
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
対
策

は
法
制
化
へ
向
け
一
歩
前
進
す
る
。

×
×
×
×
×
 

＋
｜
日
ま
で
に
決
ま
っ
た
研
究
会
メ
ン
バ
ー
は
加
藤
座
長
（
民

法
）
の
ほ
か
黒
田
英
文
（
弁
護
士
、
日
弁
連
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
委
員

会
委
員
長
）
、
塩
野
宏
（
東
大
教
授
、
行
政
学
）
、
竹
内
啓
（
東
大

教
授
、
統
計
学
）
、
田
中
靖
政
（
学
習
院
大
教
授
、
社
会
心
理
学
）
、

平
松
斉
（
朝
日
新
聞
編
集
一
委
員
）
、
堀
部
政
男
（
一
橋
大
教
授
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
専
門
）
の
六
氏
。
残
り
一
一
人
は
情
報
処
逼
に
関
す

る
民
間
の
実
務
経
験
者
を
あ
て
る
予
定
で
、
行
管
庁
が
選
考
中
だ
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
対
策
に
つ
い
て
は
昨
年
九
月
、
経
済
協
力
開

発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
①
個
人
デ
ー
タ
の
自
的
外
使
用
の
制
限
②

デ
ー
タ
の
紛
失
や
不
正
使
用
に
対
す
る
保
護
措
置
ｌ
な
ど
八
つ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
た
う
え
で
、
日
本
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

保
護
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
発
足
を
準
備
し
て
い
る
第
二
次
塵

時
行
政
調
査
会
（
仮
称
）
に
抜
本
策
を
は
か
り
た
い
、
と
し
て
い
ろ
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
通
信
技
術
の
発
達
で
、
保
険
、
信
用
販
売
な

ど
の
個
人
デ
ー
タ
が
、
国
境
を
越
え
て
流
通
す
る
情
報
国
際
化
時
代

を
迎
え
て
い
ろ
。
こ
れ
に
伴
い
国
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
さ

れ
た
個
人
デ
ー
タ
が
、
本
人
の
知
ら
な
い
問
に
外
国
に
流
れ
、
い
わ

ゆ
る
越
境
デ
ー
タ
（
Ｔ
Ｄ
Ｆ
）
問
題
が
表
面
化
し
て
き
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
が
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
各
国
が

守
る
べ
き
最
小
限
の
基
準
を
示
し
た
基
本
原
則
と
な
っ
て
い
ろ
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
行
政
機
関
ば
か
り
で
な
く
、
民
間
に
も
適
用

す
る
も
の
と
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
基
本
原
則
と
し
て
①
す
べ

て
個
人
デ
ー
タ
は
本
人
の
同
意
を
得
た
う
え
で
収
集
す
る
②
デ
ー
タ

は
本
人
の
同
意
が
あ
る
場
合
な
ど
の
ほ
か
、
明
確
化
さ
れ
た
目
的
以

外
に
使
っ
て
は
な
ら
な
い
③
デ
ー
タ
収
集
の
シ
ス
テ
ム
は
一
般
に
公

開
す
る
④
収
集
さ
れ
た
自
分
の
デ
ー
タ
に
対
し
異
議
を
唱
え
る
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
消
去
、
修
正
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
一
八
項
目
を
示
し
て
い
ろ
。

勧
告
は
、
こ
う
し
た
原
則
に
立
っ
て
、
加
盟
各
国
に
①
適
当
な
国

内
立
法
の
制
定
②
デ
ー
タ
収
集
機
関
の
行
動
綱
領
な
ど
に
よ
る
自
主

規
制
を
奨
励
す
る
③
個
人
に
権
利
行
使
の
た
め
の
合
理
的
手
段
を
与

え
ろ
④
原
則
に
違
反
し
た
収
集
機
関
の
制
裁
、
そ
の
場
合
の
個
人
の

救
済
策
、
な
ど
の
措
置
を
護
ず
ろ
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、



定
し
て
い
る
の
は
米
国
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
西
ド
イ
ツ
な
ど
十
カ

国
。
さ
ら
に
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
一
一
一
カ
国
は
法
制
化
を
審
議

中
で
、
英
国
、
ス
イ
ス
な
ど
六
カ
国
は
前
向
き
に
検
討
中
だ
。
状
況

の
分
か
ら
な
い
ト
ル
コ
、
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
三
カ
国
を
除
く
と
、
未
対

爪
応
な
の
は
わ
が
国
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
一
一
カ
国
だ
け
。
｜
方
、
地
方

旧
自
治
体
の
動
き
も
最
近
に
わ
か
に
活
発
化
し
て
お
り
、
自
治
省
の
調

告
査
で
は
仙
台
市
、
東
京
文
京
区
、
神
奈
川
県
湯
河
原
町
な
ど
五
十
の

嚇
市
、
特
別
区
、
町
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
条
例
が
設
け
ら
れ
て
い

の
る
。
ま
た
昨
年
の
国
勢
調
査
で
は
出
生
児
数
、
離
婚
歴
な
ど
調
査
項

如
目
か
ら
は
ず
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
よ
う
に
、
国
民
の
関
心
も
次
第

朔
に
一
局
ま
っ
て
い
ろ
。

甥
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
は
情
報
公
開
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ

護
ろ
。
情
報
公
開
制
度
の
確
立
は
一
一
一
月
発
足
す
る
第
一
一
次
臨
時
行
政
調

鵬
査
会
の
主
要
テ
ー
マ
に
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

帷
護
対
策
も
こ
れ
と
並
行
し
て
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
今
回
の

、
一
研
究
会
発
足
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
勧
告
を
受
け
た
行
政
側
が
よ
う
や
く

（
重
い
腰
を
上
げ
た
ｌ
と
の
感
じ
も
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
政
府
の

イー
ブ
消
極
的
な
対
応
か
ら
み
れ
ば
、
プ
ー
フ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
制
定
へ
向
け

万
二
歩
前
進
」
と
い
え
る
・

料資く７
 
３
 

１
 136 
法
未
制
定
国
に
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
個
人
の
自
由
の
保
護
の
た
め
の

法
的
、
行
政
的
、
そ
の
他
の
手
続
き
、
制
度
を
確
立
す
べ
き
だ
」
と

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
対
策
の
確
立
を
促
す
勧
告
を
出
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
中
曽
根
行
政
管
庁
長
官
は
昨
年
秋
の
臨
時
国
会
で
、
保
護
制

定
に
積
極
的
な
発
言
を
し
て
い
ろ
。

研
究
会
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
①
宗

教
、
政
治
信
条
、
労
働
組
合
加
入
者
か
否
か
、
な
ど
非
常
に
微
妙
な

個
人
情
報
の
収
集
を
ど
う
す
る
か
②
収
集
さ
れ
た
個
人
情
報
の
閲

覧
、
訂
正
権
の
確
立
③
情
報
を
外
部
に
も
ら
さ
な
い
安
全
面
の
対
策

④
情
報
の
管
理
体
制
の
明
確
化
⑤
情
報
の
多
目
的
利
用
の
制
約
⑥
個

人
情
報
シ
ス
テ
ム
の
公
示
制
度
の
確
立
ｌ
な
ど
を
テ
ー
マ
に
毎
月

一
、
二
回
の
会
合
を
開
く
が
、
行
管
庁
は
研
究
会
の
下
に
作
業
部
会

を
設
け
て
作
業
を
進
め
る
方
針
。

わ
が
国
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
の
は
、
四
十
五
年
に
政
府
が
〃
国
民
総
背
番
号
制
〃
推
進

の
方
針
を
打
ち
出
し
た
と
き
、
行
政
機
関
の
情
報
処
理
の
高
度
化
を

は
か
る
た
め
国
民
一
人
々
々
に
個
人
番
号
を
つ
け
よ
う
と
し
た
も
の

だ
が
、
全
電
通
な
ど
労
働
組
合
の
猛
反
発
に
あ
い
断
念
し
た
い
き
さ

つ
が
あ
る
。

そ
の
後
、
行
管
庁
の
付
属
機
関
で
あ
る
行
政
監
理
委
員
会
は
五
十

年
に
①
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
具
体
的
態
様
を
想
定
す
べ
き
だ
②
想

定
さ
れ
た
侵
害
は
文
書
情
報
時
代
で
も
発
生
し
て
い
た
の
か
、
コ
ン

グ

ロ

Ｐ 

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
出
現
に
よ
っ
て
侵
害
の
可
能
性
が
大
き
く
な
っ
た
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
③
保
護
対
策
に
つ
い
て
は
費
用
対
効
果
を
十
分

考
え
る
④
諸
外
国
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
の
実
施
状
況
を
調
査
、

検
討
す
る
Ｉ
の
四
点
に
留
意
し
な
が
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
対
策

の
具
体
化
を
は
か
る
べ
き
だ
、
と
の
中
間
報
告
を
出
し
た
が
、
政
府

は
五
十
一
年
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
デ
ー
タ
の
漏
え
い
や
紛
失
を
防

ぐ
た
め
、
デ
ー
タ
管
理
の
徹
底
を
事
務
次
官
会
議
で
申
し
合
わ
せ
た

だ
け
で
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
な
い
。

〈
解
説
〉

情
報
公
開
制
度
と
並
行
検
討
を

現
在
、
国
が
収
集
し
て
い
る
個
人
情
報
は
行
政
機
関
、
特
殊
法
人

合
わ
せ
て
延
べ
六
億
九
千
万
件
に
の
ぼ
る
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

の
具
体
的
な
事
例
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
、
わ
が
国
で
は
米
国
や
ス
ウ
ニ
ー
デ
ン
の
よ
う
に
情
報
公
開

の
原
則
が
確
立
し
て
い
な
い
た
め
、
行
政
機
関
が
持
っ
て
い
る
個
人

情
報
が
民
間
機
関
の
商
業
活
動
に
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
い
こ

と
、
公
務
員
の
守
秘
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
理
由
に
よ
る

も
の
だ
。
し
か
し
諸
外
国
の
例
や
地
方
自
治
体
の
動
き
、
そ
し
て
国

民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
意
識
の
変
化
か
ら
み
て
も
、
こ
の
ま

ま
で
よ
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
二
十
四
カ
国
の
う
ち
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
を
制
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